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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年12月18日(2008.12.18)

【公表番号】特表2008-519568(P2008-519568A)
【公表日】平成20年6月5日(2008.6.5)
【年通号数】公開・登録公報2008-022
【出願番号】特願2007-540380(P2007-540380)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  12/56     (2006.01)
   Ｈ０４Ｑ   7/38     (2006.01)
   Ｈ０４Ｑ   7/22     (2006.01)
   Ｈ０４Ｑ   7/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ  12/56    １００Ｄ
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０９Ｇ
   Ｈ０４Ｑ   7/04    　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０７　

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月31日(2008.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）固有プロトコルスタックを含むデータプレーンであ
って、複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）固有プロトコルスタックのそれぞれはＰＨＹ層
、ＭＡＣ層及びモビリティ管理アプリケーション層を含むデータプレーンと、
　モビリティ管理についての情報、コマンド及びトリガーを、複数の無線アクセス技術（
ＲＡＴ）固有プロトコルスタックのそれぞれの各ＰＨＹ層、各ＭＡＣ層及び各モビリティ
管理アプリケーション層と直接通信するように構成されたＩＥＥＥ８０２．２１　ＭＩＨ
プレーンと
　を備えたことを特徴とする無線送信／受信ユニット。
【請求項２】
　前記ＩＥＥＥ８０２．２１　ＭＩＨプレーンは、複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）固
有プロトコルスタックのそれぞれのモビリティ管理アプリケーション層サービスと直接通
信するように構成されるＭＩＨ　ＨＬＣＦ層をさらに備えたことを特徴とする請求項１に
記載の無線送信／受信ユニット。
【請求項３】
　前記ＨＬＣＦからハンドオーバーコマンドを受信するように構成されるＭＩＨハンドオ
ーバーファンクションをさらに備えたことを特徴とする請求項２に記載の無線送信／受信
ユニット。
【請求項４】
　前記ＩＥＥＥ８０２．２１　ＭＩＨプレーンは、複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）固
有プロトコルスタックのそれぞれの各ＰＨＹ層及び各ＭＡＣ層と直接通信するように構成
されるＭＩＨ　ＬＬＣＦをさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の無線送信／受
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信ユニット。
【請求項５】
　前記ＩＥＥＥ８０２．２１　ＭＩＨプレーンは、前記ＬＬＣＦからハンドオーバーイベ
ントインジケーションを受信し、ハンドオーバーが予め定められた基準に基づいて要求さ
れているか否かを判定するように構成されるＭＩＨハンドオーバーファンクションを備え
たことを特徴とする請求項４に記載の無線送信／受信ユニット。
【請求項６】
　前記ハンドオーバーイベントインジケーションは、リンク品質、サービス・アベイラビ
リティ及びサブスクリプションのうちのいずれか一つに相当することを特徴とする請求項
５に記載の無線送信／受信ユニット。
【請求項７】
　プロセッサが、無線アクセス技術（ＲＡＴ）固有ハンドオーバーファンクションを実行
するように構成される技術固有ハンドオーバープレーンを動作させるようにさらに構成さ
れることを特徴とする請求項１に記載の無線送信／受信ユニット。
【請求項８】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）において行われる方法であって、
　ＩＥＥＥ８０２．２１　ＭＩＨプレーンからデータプレーンにモビリティ管理について
の情報、コマンド及びトリガーを通信するステップ
　を含み、
　前記データプレーンは、複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）固有プロトコルスタックを
含み、
　複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）固有プロトコルスタックのそれぞれはＰＨＹ層、Ｍ
ＡＣ層及びモビリティ管理アプリケーション層を含み、
　前記情報、コマンド及びトリガーは、複数のＰＨＹ層、ＭＡＣ層及びモビリティ管理ア
プリケーション層のそれぞれと直接通信されることを特徴とする方法。
【請求項９】
　ＭＩＨプレーンのＭＩＨ　ＨＬＣＦ層から複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）固有プロ
トコルスタックのそれぞれのモビリティ管理アプリケーション層サービスにＭＩＨ　ＨＬ
ＣＦ情報を直接通信するステップをさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＭＩＨハンドオーバーファンクションのＨＬＣＦからハンドオーバーコマンドを受信す
るステップをさらに含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ＭＩＨプレーンのＭＩＨ　ＬＬＣＦから複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）固有プロト
コルスタックのそれぞれの各ＰＨＹ層及び各ＭＡＣ層にＭＩＨ　ＬＬＣＦ情報を直接通信
するステップをさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　ＭＩＨプレーンのＭＩＨハンドオーバーファンクションのＬＬＣＦからハンドオーバー
イベントインジケーションを受信するステップと、
　ハンドオーバーが予め定められた基準に基づいて要求されているか否かを判定するステ
ップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ハンドオーバーイベントインジケーションは、リンク品質、サービス・アベイラビ
リティ及びサブスクリプションのうちのいずれか一つに相当することを特徴とする請求項
１２に記載の方法。
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